
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

選

挙

権

を

有

す

る

者

の

総

数

の

三

分

の

一

の

数

〃

○

政

治

団

体

の

名

称

等

の

公

表

〃

担

当

課

（

室

）

○

政

治

団

体

の

代

表

者

等

の

異

動

〃

目

次

○

政

治

団

体

の

解

散

〃

○

資

金

管

理

団

体

の

名

称

等

の

公

表

〃

【

規

則

】

○

廃

棄

物

の

処

理

及

び

清

掃

に

関

す

る

法

律

施

行

循

環

型

社

会

推

進

課

○

資

金

管

理

団

体

の

届

出

事

項

の

異

動

〃

細

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

資

金

管

理

団

体

の

指

定

取

消

し

〃

【

公

安

委

員

会

】

（

県

例

規

集

登

載

）

○

駐

車

監

視

員

資

格

者

に

係

る

講

習

の

実

施

交

通

指

導

課

【

告

示

】

○

県

内

搬

入

処

分

事

前

協

議

書

の

提

出

が

不

要

な

循

環

型

社

会

推

進

課

産

業

廃

棄

物

の

指

定

○

保

安

林

の

指

定

予

定

治

山

課

○

保

安

林

の

解

除

予

定

〃

○

〃

〃

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

【

公

告

】

○

種

畜

証

明

書

の

書

換

交

付

畜

産

課

○

土

地

改

良

区

役

員

の

退

任

届

耕

地

課

○

農

用

地

利

用

配

分

計

画

の

認

可

農

村

振

興

課

○

公

共

測

量

の

実

施

監

理

課

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

不

在

者

投

票

を

行

う

こ

と

が

で

き

る

施

設

の

指

選

挙

管

理

委

員

会

定

の

一

部

改

正

（

県

例

規

集

登

載

）

岡

山

県

公

報

平成２６年１２月１９日 第１１６４６号



◎
岡
山
県
規
則
第
六
十
八
号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
規
則
第
六
十
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
を
削
り
、
第
三
条
の
二
を
第
三
条
と
す
る
。

第
四
条
中
「
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
」
を
「
除
く

」
に
改
め
る
。

。

第
七
条
第
一
項
中
「
省
令
」
を
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十

六
年
厚
生
省
令
第
三
十
五
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う

」
に
改
め
る
。

。
）

第
九
条
第
一
項
中
「
ば
い
じ
ん
及
び
」
の
下
に
「
こ
れ
ら
を
処
分
す
る
た
め
に
処
理
し
た
も
の
並
び

に
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
シ
ア
ン
、
有
機
燐
化
合
物
、
鉛
、
六
価
ク
ロ
ム
、
砒

り
ん

ひ

素
、
水
銀
、
ア
ル
キ
ル
水
銀
化
合
物
」
を
「
ア
ル
キ
ル
水
銀
化
合
物
、
水
銀
又
は
そ
の
化
合
物
、
カ
ド

ミ
ウ
ム
又
は
そ
の
化
合
物
、
鉛
又
は
そ
の
化
合
物
、
有
機
燐
化
合
物
、
六
価
ク
ロ
ム
化
合
物
、
砒
素
又

り
ん

ひ

、

」

、「
、

」

「
、

」

、

は
そ
の
化
合
物

シ
ア
ン
化
合
物

に

セ
レ
ン

を

セ
レ
ン
又
は
そ
の
化
合
物

に
改
め

同
号
イ
中
「
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
シ
ア
ン
、
鉛
、
六
価
ク
ロ
ム
、
砒
素
、
水
銀
、
ア
ル
キ
ル
水
銀
化
合
物
」

ひ

を
「
ア
ル
キ
ル
水
銀
化
合
物
、
水
銀
又
は
そ
の
化
合
物
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
又
は
そ
の
化
合
物
、
鉛
又
は
そ

の
化
合
物
、
六
価
ク
ロ
ム
化
合
物
、
砒
素
又
は
そ
の
化
合
物
、
シ
ア
ン
化
合
物
」
に

「
セ
レ
ン
」
を

、

ひ

「
セ
レ
ン
又
は
そ
の
化
合
物
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
二
項
第
十
三
号
中
「
未
成
年
」
を
「
未
成
年
者
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
四
第
二
項
第
七
号
中
「
第
十
八
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
十
八
条
の
二
第
一
項
」
に
改

め
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
第
十
八
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
十
八
条
の
二
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
中
「
届
け
な
け
れ
ば
」
を
「
届
け
出
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

「

」

「

」

、「

」

「

、

第
二
十
条
第
一
項
中

法

を

法
第
十
五
条
の
四
の
二
第
一
項
又
は

に

も
の

を

も
の

再
生
利
用
個
別
指
定
に
係
る
も
の
及
び
知
事
が
指
定
し
た
も
の
」
に

「
当
該
産
業
廃
棄
物
の
最
初
の

、

県
内
搬
入
処
分
予
定
日
の
三
月
前
ま
で
に
」
を
「
あ
ら
か
じ
め
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

四

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

平成２６年１２月１９日　岡山県公報　第１１６４６号



第
二
十
条
第
五
項
中

当
該
変
更
予
定
日
の
一
月
前
ま
で
に
再
び
知
事
と
協
議
し
な
け
れ
ば

を

あ

「

」

「

ら
か
じ
め
知
事
と
協
議
し
、
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
一
号
を
削
り
、
同
条
第
一
号
の
二
中
「
様
式
第
一
号
の
二
」
を
「
様
式
第
一
号
」
に

改
め
、
同
号
を
同
条
第
一
号
と
し
、
同
条
第
二
号
中
「
第
三
条
の
二
」
を
「
第
三
条
」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
を
削
り
、
様
式
第
一
号
の
二
を
様
式
第
一
号
と
す
る
。

処
理
い
た
し
た
く

処
理
し
た
い
の
で

委
託
す
る
収
集

運

様
式
第
十
四
号
中
「

」
を
「

」
に

「
、

，
，

搬
業
者
及
び
処
分
業
者

受
託
す
る
者

指
導

指
導
し

最
終
処
分
地
等

」
を
「

」
に

「

」
を
「

」
に

「

、

、

に
お
い
て
問
題
を

当
該
産
業
廃
棄
物
の
処
理
に
関
し
て
問
題
が

よ
り
指
示
さ
れ
る
事

」
を
「

」
に

「
、

」
を
「

」
に

「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
の
別
紙
を
次

項
の
指
示

協
議
い
た
し
ま
す

協
議
し
ま
す

、

の
よ
う
に
改
め
る
。
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別紙

排出する産業廃 種 類

棄物の種類及び

量 量 ｔ，㎥／日 ｔ，㎥／日 ｔ，㎥／日 ｔ，㎥／日

岡山県内に搬入 種 類

する産業廃棄物

の種類及び量 量 ｔ，㎥／日 ｔ，㎥／日 ｔ，㎥／日 ｔ，㎥／日

施設名

排 出 施 設

工程名

収 自己，委託（業者名 ，許可番号 ）

処 運搬方法及び量
集

運

搬 運搬先
理

自己，委託（業者名 ，許可番号 ）
の

処 処分方法

場所
内

設備（中間処理の場合のみ記載）

処理による量の増減（中間処理の場合のみ記載）
容

分 最終処分の量（最終処分の場合のみ記載）

処分上の注意事項

備考

（担当者氏名） （連絡先）

（添付書類）

１ 当該産業廃棄物の分析証明書

２ 当該産業廃棄物の排出工程図

３ 当該産業廃棄物を処理する処理業者との契約書の写し

４ その他知事が必要と認める書類

平成２６年１２月１９日　岡山県公報　第１１６４６号



附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
に
定
め
る
様
式

に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
岡
山
県
事
務
処
理
規
則
の
一
部
改
正
）

３

岡
山
県
事
務
処
理
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
岡
山
県
規
則
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
表
第
三
循
環
型
社
会
推
進
課
の
部
１
の
項
３
中

を
削
り
、

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

(1)

(2)

(1)

(3)

(17)

一
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
十
八
号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
規
則
第
六
十
一
号
。

以
下
「
規
則
」
と
い
う

）
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
知
事
が
指
定
す
る
産
業
廃
棄
物
を
次
の
と

。

お
り
定
め
、
平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

規
則
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
知
事
が
指
定
す
る
産
業
廃
棄
物
は
、
低
濃
度
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ

ニ
ル
廃
棄
物
（
無
害
化
処
理
に
係
る
特
例
の
対
象
と
な
る
一
般
廃
棄
物
及
び
産
業
廃
棄
物
（
平
成
十
八

年
環
境
省
告
示
第
九
十
八
号
）
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
産
業
廃
棄
物
を
い
う

）
。

と
す
る
。

平成２６年１２月１９日　岡山県公報　第１１６４６号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

高
梁
市
宇
治
町
遠
原
字
新
田
向
二
二
一
五
、
二
二
一
六
、
二
二
二
二
の
一
、
二
二
二
四
、
二
二
六

四
、
二
二
六
五
、
字
新
田
ノ
向
二
二
一
七
、
字
家
ノ
向
二
二
一
八
、
字
大
ス
リ
ノ
上
二
二
二
三
、
字

神
原
隠
地
二
二
六
六
、
字
飯
部
渡
り
二
二
六
七
の
一
、
二
二
六
七
の
二
、
二
二
六
八
、
字
ク
ロ
セ
二

二
六
九
、
字
イ
ノ
辻
二
二
七
〇
の
一
、
二
二
七
〇
の
二
、
字
イ
ノ
ツ
ジ
二
二
七
一
、
二
二
七
二
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

(1)

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

(2)
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

(3)
２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
下
加
茂
字
真
瀬
良
一
七
七
四
の
一
か
ら
一
七
七
四
の
四
ま
で
、
一
七
九
三
の

一
二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

(1)

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

(2)
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市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

(3)
２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
並
び
に
高
梁
市
役
所
及
び
吉
備
中
央

「

町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
二
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

備
前
市
大
内
字
向
山
一
〇
四
の
一
六
、
一
〇
四
の
二
五
、
一
〇
四
の
二
六

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

備
前
市
大
内
字
向
山
一
〇
四
の
二
四

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
二
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

総
社
市
小
寺
字
西
ノ
奥
一
五
五
二
の
二
三
、
一
五
五
二
の
二
五
、
一
五
五
二
の
二
七
、
一
五
五
二

の
二
八
、
一
五
五
二
の
三
〇
、
一
五
五
二
の
三
二
、
一
五
五
二
の
三
三
、
字
尻
坂
一
五
七
〇
の
二

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

水
道
事
業
用
地
と
す
る
た
め

平成２６年１２月１９日　岡山県公報　第１１６４６号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
二
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

智
頭
勝
田
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

美
作
市
久
賀
字
穴
渕
二
〇
一
番
三
地
先
か
ら

一
一
・
〇
～

三
〇
八
・
〇

美
作
市
久
賀
字
長
畑
ケ
二
〇
〇
番
八
地
先
ま
で

五
一
・
五

新

美
作
市
久
賀
字
穴
渕
二
〇
一
番
三
地
先
か
ら

一
一
・
〇
～

旧

三
〇
八
・
〇

美
作
市
久
賀
字
長
畑
ケ
二
〇
〇
番
八
地
先
ま
で

二
四
・
五

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

智
頭
勝
田
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

美
作
市
右
手
字
大
熊
谷
二
五
八
一
番
五
地
先
か

一
四
〇
・
〇

ら

九
・
〇
～

新
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美
作
市
右
手
字
立
木
隠
谷
二
五
八
六
番
三
地
先

三
七
・
五

ま
で

美
作
市
右
手
字
大
熊
谷
二
五
八
一
番
五
地
先
か

一
四
〇
・
〇

ら

九
・
〇
～

旧

美
作
市
右
手
字
立
木
隠
谷
二
五
八
六
番
三
地
先

一
七
・
〇

ま
で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

北
房
井
倉
哲
西
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

新
見
市
哲
多
町
荻
尾
字
カ
マ
ト
コ
一
五
七
九
番

一
七
一
・
〇

一
地
先
か
ら

四
・
二
～

新

新
見
市
哲
多
町
荻
尾
字
室
宇
峠
一
五
九
一
番
四

二
一
・
〇

地
先
ま
で

新
見
市
哲
多
町
荻
尾
字
カ
マ
ト
コ
一
五
七
九
番

一
七
一
・
〇

一
地
先
か
ら

四
・
二
～

旧

新
見
市
哲
多
町
荻
尾
字
室
宇
峠
一
五
九
一
番
四

一
四
・
〇

地
先
ま
で
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
二
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

県
道

智
頭
勝
田
線

美
作
市
久
賀
字
穴
渕
二
〇
一
番
三
地
先
か
ら

平
成
二
十
六

美
作
市
久
賀
字
長
畑
ケ
二
〇
〇
番
八
地
先
ま
で

年
十
二
月
十

九
日

美
作
市
右
手
字
大
熊
谷
二
五
八
一
番
五
地
先
か
ら

美
作
市
右
手
字
立
木
隠
谷
二
五
八
六
番
三
地
先
ま
で

北
房
井
倉
哲

新
見
市
哲
多
町
荻
尾
字
カ
マ
ト
コ
一
五
七
九
番
一
地

西
線

先
か
ら

新
見
市
哲
多
町
荻
尾
字
室
宇
峠
一
五
九
一
番
四
地
先

ま
で
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五
二
四

家
畜
改
良
増
殖
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
号

第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

農
林
水
産
大
臣
か
ら
同
法
第
四
条
第
一
項
本
文
の
種
畜
証
明
書
を
次
の
と
お
り
書
換
交
付
し
た
旨
の
通
報
を

〔
〕

（
）

、

。

受
け
た平

成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

種
畜
証
明
書
番
号

申
請
の
事
由

変
更
後

変
更
前

1
0
8
5
9
7
0
2
7
5
9

種
畜
の
飼
養
者
の
住
所
及
び
氏
名
又
は
名
称
の
変
更

岡
山
県
津
山
市
宮
部
下
４
１
５

群
馬
県
前
橋
市
金
丸
町
３
１
２

一
般
社
団
法
人
家
畜
改
良
事
業
団
岡
山
種
雄
牛
セ
ン
タ
ー

一
般
社
団
法
人
家
畜
改
良
事
業
団
前
橋
種
雄
牛
セ
ン
タ
ー

1
0
8
5
9
7
0
2
7
5
9

種
畜
の
名
前
の
変
更

芳
平
茂

芳
平
茂
６
０

1
1
3
3
9
7
5
9
6
6
9

種
畜
の
飼
養
者
の
住
所
及
び
氏
名
又
は
名
称
の
変
更

岡
山
県
津
山
市
宮
部
下
４
１
５

群
馬
県
前
橋
市
金
丸
町
３
１
２

一
般
社
団
法
人
家
畜
改
良
事
業
団
岡
山
種
雄
牛
セ
ン
タ
ー

一
般
社
団
法
人
家
畜
改
良
事
業
団
前
橋
種
雄
牛
セ
ン
タ
ー

1
1
3
6
6
5
8
4
0
7
4

種
畜
の
飼
養
者
の
住
所
及
び
氏
名
又
は
名
称
の
変
更

岡
山
県
津
山
市
宮
部
下
４
１
５

群
馬
県
前
橋
市
金
丸
町
３
１
２

一
般
社
団
法
人
家
畜
改
良
事
業
団
岡
山
種
雄
牛
セ
ン
タ
ー

一
般
社
団
法
人
家
畜
改
良
事
業
団
前
橋
種
雄
牛
セ
ン
タ
ー

1
1
3
7
7
7
9
3
0
0
7

種
畜
の
飼
養
者
の
住
所
及
び
氏
名
又
は
名
称
の
変
更

岡
山
県
津
山
市
宮
部
下
４
１
５

群
馬
県
前
橋
市
金
丸
町
３
１
２

一
般
社
団
法
人
家
畜
改
良
事
業
団
岡
山
種
雄
牛
セ
ン
タ
ー

一
般
社
団
法
人
家
畜
改
良
事
業
団
前
橋
種
雄
牛
セ
ン
タ
ー

1
1
3
4
8
1
4
3
0
3
9

種
畜
の
飼
養
者
の
住
所
及
び
氏
名
又
は
名
称
の
変
更

岡
山
県
津
山
市
宮
部
下
４
１
５

群
馬
県
前
橋
市
金
丸
町
３
１
２

一
般
社
団
法
人
家
畜
改
良
事
業
団
岡
山
種
雄
牛
セ
ン
タ
ー

一
般
社
団
法
人
家
畜
改
良
事
業
団
前
橋
種
雄
牛
セ
ン
タ
ー
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〔
五
二
五
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ

り
、
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
改
良
区
の
名
称

足
守
土
地
改
良
区

二

退
任
役
員

退
任
役
員

理
事
監

住

所

氏

名

事
の
別

日
笠

秋
良

岡
山
市
北
区
足
守
一
六
二
八

二

理

事

－
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〔
五
二
六
〕
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八

条
第
一
項
の

、
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

規
定
に
よ
り

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
者

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
土
地

氏
名
又
は
名
称

住

所

農
事
組
合
法
人

勝
田
郡
奈
義
町
高
円
九
二
四

勝
田
郡
奈
義
町
行
方
字
久
保
田
一
三

一
他
十

－

高
円
営
農
組
合

一

八
筆

－

農
事
組
合
法
人

勝
田
郡
奈
義
町
西
原
五
三
一

勝
田
郡
奈
義
町
西
原
字
河
内
が
元
六
六
二

一

－

西
原
営
農
組
合

二

〇
他
十
七
筆

－

農
事
組
合
法
人

津
山
市
福
井
二
〇
二
二

四

津
山
市
福
井
字
前
田
一
八
六
二

一
他
三
筆

－
－

フ
レ
ン
ド
フ
ァ

ー
ム
福
井

井
上

進

津
山
市
里
公
文
二
一
四

津
山
市
里
公
文
字
山
本
一
三
一
八
他
二
筆

神
田

庄
一

津
山
市
野
村
七
三

津
山
市
野
村
字
三
反
田
三
六
七

一
他
七
筆

－

太
田

裕
恭

津
山
市
油
木
上
六
六
四

一

津
山
市
戸
脇
字
大
﨏
下
六
六
〇
他
一
筆

－

尾
島

宏
明

津
山
市
新
野
東
六
四
四

津
山
市
田
熊
字
小
高
尾
四
九
七
他
十
筆

中
尾

幹
雄

津
山
市
河
面
八
八
八

津
山
市
福
井
字
七
回
リ
一
三
九
〇
他
十
筆

二

認
可
年
月
日

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
五
日

三

申
請
年
月
日

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
七
日
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〔
五
二
七
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
岡
山
地
方
法
務
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨

の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

測

量

区

域

測

量

の

種

類

測

量

期

間

岡
山
市
中
区
関
、
乙

公
共
測
量
（
不
動
産
登
記
法
第
十

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
一
日
か

多
見
、
高
屋

四
条
地
図
作
成
）

ら
平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
七
日

ま
で
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
九
十
号

平
成
二
年
岡
山
県
選
管
告
示
第
八
十
一
号
（
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
指
定
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日

岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

岡

本

研

吾

表
病
院
の
項
中

倉
敷
市
玉
島
柏
島
五
四
一
七

を

倉
敷
市
玉
島
柏
島
五
二
○
九

一

に

健

「

」

「

」

、「

－

寿
協
同
病
院
」
を
「
コ
ー
プ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
」
に
改
め
る
。
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
九
十
一
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
九
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
岡
山
海
区
漁

業
調
整
委
員
会
の
委
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
は
、
八
八
二
で
あ
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日

岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

岡

本

研

吾
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
九
十
二
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

岡

本

研

吾

一

政
党
の
支
部

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

一
以
上
の
市
町
村
等

届
出
年
月
日

の
区
域
を
単
位
と
し

て
設
け
ら
れ
た
支
部

次
世
代
の
党
岡
山
県
議
会
第
一
支
部

千

田

昌

寛

岡

浩

司

倉
敷
市
倉
敷
ハ
イ
ツ
三

一
一

○

平
成
二
六
・
一
一
・
二
〇

－

次
世
代
の
党
津
山
市
議
会
第
一
支
部

竹

内

邦

彦

竹

内

登

美

津
山
市
総
社
一
〇
三

○

〃

〃

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

伊
東
ゆ
う
き
後
援
会

伊

東

裕

紀

伊

東

直

樹

倉
敷
市
児
島
味
野
一

七

九

平
成
二
六
・
一
一
・

七

－
－

大
月
ひ
ろ
光
後
援
会

大

月

博

光

大

月

ま
り
子

玉
野
市
田
井
四

二
三

三
六

〃

〃

－
－

笠
木
よ
し
た
か
後
援
会

笠

木

義

孝

岸

本

勝

己

勝
田
郡
奈
義
町
久
常
三
三
九

〃

一
一
・

四

高
橋
と
お
る
後
援
会

高

橋

徹

中

尾

浩

史

岡
山
市
中
区
円
山
一
〇
七

〃

一
一
・
二
五

田
口
浩
二
後
援
会

田

口

浩

二

田

口

浩

二

津
山
市
上
横
野
三
七
七

〃

一
一
・
二
一

花
岡
栄
太
郎
後
援
会

横

手

強

板

野

杏

子

岡
山
市
中
区
平
井
三

九
九
六

四
二

〃

一
一
・

七

－
－

山
本
い
く
子
後
援
会

山

本

育

子

山

本

誠

市

玉
野
市
宇
野
八

一
〇

一

〃

〃

－
－
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
九
十
三
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。

。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

岡

本

研

吾

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

お
か
や
ま
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム

政
治
団
体
の
名
称

お
か
や
ま
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム

花
岡
栄
太
郎
後
援
会

平
成
二
六
・
一
一
・

七

ク
ラ
レ
労
働
組
合
よ
り
よ
い
地
域
社
会
を
作
る
会

会
計
責
任
者

渡

辺

祥

一

角

田

毅

〃

一
一
・

六

さ
さ
い
茂
智
後
援
会

〃

笹

井

順

子

薬
師
寺

公
四
郎

〃

一
一
・
一
八

髙
井
崇
志
後
援
会

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
の

法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
一
号
に
係
る
国
会

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

〃

一
一
・
二
八

区
分

議
員
関
係
政
治
団
体
か
つ
同
項
第
二
号
に
係
る

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

（
公
職
の
種
類
）

衆
議
院
議
員

（
公
職
の
候
補
者
の
氏
名
及

髙

井

崇

志
、
衆
議
院
議
員

び
公
職
の
種
類
）

に
し
ま
宣
人
後
援
会

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
北
区
西
辛
川
四
二
二

一

岡
山
市
北
区
西
辛
川
七
〇
六

二

〃

一
一
・
一
二

－
－
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
九
十
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

岡

本

研

吾

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
氏
名

解
散
年
月
日

一
井
あ
き
こ
を
応
援
す
る
会

一

井

暁

子

平
成
二
六
・
一
一
・
一
一

伊
東
ゆ
う
き
後
援
会

伊

東

裕

紀

〃

一
〇
・
三
一

平成２６年１２月１９日　岡山県公報　第１１６４６号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
九
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

岡

本

研

吾

資
金
管
理
団
体
の
届

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者
氏
名

届
出
年
月
日

出
を
し
た
者
の
氏
名

高

橋

徹

岡
山
県
議
会
議
員

高
橋
と
お
る
後
援
会

岡
山
市
中
区
円
山
一
〇
七

高

橋

徹

平
成
二
六
・
一
一
・
二
五
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
九
十
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

岡

本

研

吾

資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

異
動
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名

髙

井

崇

志

衆
議
院
議
員

髙
井
崇
志
後
援
会

公
職
の
種
類

衆
議
院
議
員

岡
山
市
長

花

岡

栄
太
郎

岡
山
市
議
会
議
員

お
か
や
ま
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム

資
金
管
理
団
体
の
名
称

お
か
や
ま
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム

花
岡
栄
太
郎
後
援
会

平成２６年１２月１９日　岡山県公報　第１１６４６号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
九
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
指
定
の
取
消
し
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

岡

本

研

吾

資
金
管
理
団
体
で
な
く
な

届
出
を
し
た
者
の
氏
名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者
氏
名

っ
た
旨
の
届
出
年
月
日

一

井

暁

子

岡
山
県
知
事

一
井
あ
き
こ
を
応
援
す
る
会

岡
山
市
北
区
弓
之
町
一
〇

二
五

一

井

暁

子

平
成
二
六
・
一
一
・
一
三

－
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
九
十
八
号

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
五
十
一
条
の
十
三
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す

る
駐
車
監
視
員
資
格
者
に
係
る
講
習
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

講
習
の
日
時
及
び
場
所

区
分

実
施
年
月
日

時

間

実

施

場

所

講
習

平
成
二
十
七
年
二

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
四

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四
番

月
十
九
日
及
び
同

十
五
分
ま
で

地
三

月
二
十
日
の
二
日

岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
三
階

間

共
用
会
議
室

考
査

平
成
二
十
七
年
二

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
午
前

月
二
十
七
日

十
一
時
三
十
分
ま
で

二

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

一
通

２

提
出
先

郵
便
番
号
七
○
○

○
○
一
二

－

岡
山
市
北
区
い
ず
み
町
一
一
番
三
○
号

岡
山
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
指
導
課
駐
車
対
策
室

３

提
出
方
法

２
の
提
出
先
へ
持
参
す
る
こ
と
。

な
お
、
代
理
人
が
提
出
す
る
場
合
は
、
受
講
希
望
者
か
ら
の
委
任
状
（
様
式
は
問
わ
な
い

）
。

を
添
え
る
こ
と
。

４

提
出
期
間

平
成
二
十
七
年
一
月
十
三
日
（
火
曜
日
）
か
ら
同
月
三
十
日
（
金
曜
日
）
ま
で
（
土
曜
日
、
日

曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
を
除
く

）
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午

。

後
五
時
ま
で

平成２６年１２月１９日　岡山県公報　第１１６４６号



三

受
講
定
員

五
十
人
。
た
だ
し
、
申
込
順
に
受
け
付
け
、
受
講
定
員
に
達
し
た
と
き
は
、
提
出
期
間
内
で
あ
っ

て
も
受
付
を
締
め
切
る
。

四

受
講
手
数
料

二
万
円
。
受
講
申
込
書
に
岡
山
県
収
入
証
紙
を
貼
付
す
る
こ
と
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

五

修
了
考
査

１

一
の
講
習
の
受
講
を
修
了
し
た
者
を
対
象
に
修
了
考
査
を
実
施
す
る
。

２

１
の
修
了
考
査
に
合
格
し
た
者
の
み
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
の
課
程
修
了
者
と
し
、
駐
車
監

視
員
資
格
者
講
習
修
了
証
明
書
を
交
付
す
る
。

六

そ
の
他

１

代
理
受
講
は
認
め
な
い
。

２

受
講
申
込
書
を
受
理
後
、
受
講
日
等
を
指
定
し
た
受
講
票
を
送
付
す
る
。

３

五
の
１
の
修
了
考
査
に
合
格
し
た
者
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
駐
車
監
視

員
資
格
者
証
を
交
付
し
な
い
。

十
八
歳
未
満
の
者

(1)

成
年
被
後
見
人
若
し
く
は
被
保
佐
人
又
は
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
も
の

(2)

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
又
は
道
路
交
通
法
第
百
十
九
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
罪
を

(3)
犯
し
て
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日

か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

集
団
的
に
、
又
は
常
習
的
に
確
認
事
務
の
委
託
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
六
年
国

(4)
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
三
号
）
第
三
条
各
号
に
掲
げ
る
罪
の
い
ず
れ
か
に
当
た
る
行
為
を

行
う
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
者

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）

(5)
第
十
二
条
若
し
く
は
第
十
二
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
同
法
第
十
二
条
の
四
第
二
項
の

指
示
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該
命
令
又
は
指
示
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過

し
な
い
も
の

ア
ル
コ
ー
ル
、
麻
薬
、
大
麻
、
あ
へ
ん
又
は
覚
醒
剤
の
中
毒
者

(6)

心
身
の
障
害
に
よ
り
、
確
認
事
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
又
は
意

(7)

平成２６年１２月１９日　岡山県公報　第１１６４６号



思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者

駐
車
監
視
員
資
格
者
証
の
返
納
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
返
納
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過

(8)
し
な
い
者

４

二
の
１
の
受
講
申
込
書
は
、
岡
山
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
指
導
課
駐
車
対
策
室
及
び
県
内
の

、

。

、

各
警
察
署
の
交
通
課
又
は
交
通
第
一
課
の
窓
口
で

二
の
４
の
提
出
期
間
内
に
交
付
す
る

ま
た

岡
山
県
警
察
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
k
e
n
k
e
i
/
k
e
n
k
e
i
.
h
t
m

５

二
の
１
の
受
講
申
込
書
の
提
出
の
際
、
受
講
す
る
者
の
住
所
、
氏
名
、
郵
便
番
号
等
の
宛
先
を

記
入
し
た
返
信
用
の
封
筒
（
八
十
二
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
も
の
）
一
枚
を
提
出
す
る
こ
と
。

６

問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
指
導
課
駐
車
対
策
室

電
話
番
号

○
八
六

二
三
四

○
一
一
○
（
内
線
五
二
六
一
）

－
－
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